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 New Year Greetings 2024

えびの市長

村 岡 隆 明
Muraoka　Takaaki

地
元
企
業
と
の
情
報
交
換
を
引
き
続
き
行
い
、
工
場

等
の
新
設
・
増
設
と
い
っ
た
形
で
の
立
地
に
も
取
り

組
み
、
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
中
間
処
理
業
務
を
請
け

負
い
、
そ
れ
を
自
主
財
源
と
し
て
納
税
額
を
拡
大
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
産
振
興
・
観
光
振
興
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
地
域
商
社
」
を
設
立

し
ま
す
。
民
間
企
業
と
の
柔
軟
な
連
携
に
よ
り
物
産
・

観
光
振
興
に
つ
な
げ
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の
創
出
と
地

域
全
体
の
利
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、

本
年
4
月
か
ら
の
活
動
開
始
を
目
標
に
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
世
界
情
勢
・
経
済
情
勢
の
不
透
明
さ
に
よ
り
、
予

測
困
難
な
状
況
が
今
後
も
続
き
、
本
市
へ
の
影
響
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
感
染
症
拡
大
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
方
へ
の
対
策
お
よ
び
市
民
生
活
・
地
域
経
済
の

さ
ら
な
る
回
復
を
図
る
と
同
時
に
、
従
来
か
ら
の
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
地
域
活
性
化

等
へ
の
対
策
を
継
続
・
拡
大
さ
せ
、
ど
ん
な
困
難
に

直
面
し
て
も
し
な
や
か
に
回
復
し
、
乗
り
越
え
る
力

を
持
つ
自
治
体
運
営
に
努
め
る
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
健
や
か
で
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

年頭のあいさつ年頭のあいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
社
会
経
済
活
動
に
長
ら
く
影
響
を
与
え

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
大

き
く
変
化
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
2
月
に
は
京
町

二
日
市
が
3
年
ぶ
り
に
、
5
月
に
は
京
町
温
泉
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
市
内
各
地
に
お
い
て
も
伝
統
行
事
や
地
域
活
動

が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
様
相
を
取
り

戻
す
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
7
月
に
は
道
の
駅
え
び
の
が
開
業
10
周

年
を
迎
え
、
累
計
来
場
者
が
6
0
0
万
人
を
突
破
。

10
月
に
は
吉
都
線
が
全
線
開
通
1
1
0
周
年
を
迎

え
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
は
国
立
公
園

「
霧
島
」（
現
霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
）
が
、
日
本
最

初
の
国
立
公
園
の
1
つ
と
し
て
指
定
さ
れ
て
か
ら
90

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
整
備
し
た
え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
に
2
社
、

そ
の
他
の
場
所
に
も
2
社
の
企
業
進
出
が
あ
り
、
調

印
式
や
起
工
式
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
事
業
開
始
に
向

け
た
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
な
る
立
地
の
た
め
、

積
極
的
な
企
業
訪
問
・
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、



え
び
の
市
成
人
式

え
び
の
市
成
人
式

令
和
6
年

成人式実行委員会のメンバー

実行委員会による抽選会では、
会場が大いに盛り上がりました

中学時代のムービーを観て、思い
出を振り返りました

本番に向けての前日リハーサル

　

令
和
６
年
成
人
式
が
、
１
月
５
日
、
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に

は
、
は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
振
袖
姿
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
１
２
６
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
来
場
者
数
を

制
限
す
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
４
年
ぶ
り
に
通
常
規
模
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
塚
本
修
三
さ
ん
（
飯
野
中
出

身
）
が
市
民
憲
章
朗
読
。
宮
原
せ
り
か
さ

ん
（
上
江
中
出
身
）
が
記
念
品
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
村
岡
市
長
が
「
皆
さ
ん
が
生
ま

れ
育
っ
た
え
び
の
市
に
誇
り
を
持
っ
て

未
来
へ
の
道
の
り
を
切
り
拓
い
て
く
だ

さ
い
」
と
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

新
成
人
代
表
と
し
て
、
梅
北
賢
志
さ
ん

（
飯
野
中
出
身
）
が
意
見
発
表
し
、
上
野

菜
々
望
さ
ん
（
真
幸
中
出
身
）
と
大
河
平

匠
吾
さ
ん
（
加
久
藤
中
出
身
）
が
感
謝
と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
成
人
式
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
成
人
の
中
学
校
時
代
な
ど
の

写
真
な
ど
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
れ
、
懐
か

し
い
写
真
が
写
る
た
び
に
拍
手
と
歓
声

が
響
き
ま
し
た
。
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会

場
内
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
主

役
と
な
る
新
成
人
者
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
市
出
身
者
で
盛
り
上
げ
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
出
身
者
で
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
8
月
に
結
成
し
、
毎
月
実

行
委
員
会
を
開
催
し
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
内
容
な
ど
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

塚本 修三さん （飯野中出身）

成
人
式
実
行
委
員
会

20th
Anniversary

飯野地区真幸地区

上野 菜々望さん （真幸中出身・写真右）

と大河平 匠吾さん （加久藤中出身）

宮原 せりかさん （上江中出身）

梅北 賢志さん （飯野中出身）

上江地区加久藤地区

当日

市
民
憲
章
朗
読

意
見
発
表

記
念
品
授
与

感
謝
と
誓
い
の
言
葉

な   な  みみやばら

お こ び ら

前日
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畜
　
産

問

2
月
は
家
畜
防
疫
強
化
月
間
で
す

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

　

こ
の
時
期
は
渡
り
鳥
等
の
移
動
に
よ

り
、
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
農
場
お

よ
び
野
鳥
の
死
骸
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
九
州
で
初
め
て
養
豚
農
場
に

て
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
の
発
生
が
確
認
さ

れ
、
昨
年
9
月
よ
り
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

【
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
鹿
児
島
県
、

佐
賀
県
を
含
む
6
件
6
事
例
（
約
59
万

羽
）
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
で
は
昨
年
10
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
、
21
事
例
の
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ

れ
、
台
湾
で
は
季
節
を
問
わ
ず
農
場
で

の
発
生
が
継
続
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
再
度
、
防

鳥
ネ
ッ
ト
の
確
認
と
補
修
、
捕
獲
器
・

忌
避
剤
・
殺
鼠
剤
の
設
置
、
鶏
舎
周
り

の
石
灰
散
布
な
ど
、
最
大
限
の
防
疫
体

制
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
愛
玩

鶏
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
鶏

は
小
屋
内
で
管
理
し
、
金
網
や
防
鳥

ネ
ッ
ト
の
設
置
、
エ
サ
や
水
の
小
屋
内

の
設
置
な
ど
、
野
鳥
と
の
接
触
を
さ
け

る
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
愛
玩
鶏
飼
養
者
へ
の
消
毒
薬
配
布
を

市
畜
産
農
政
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
受

け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）、ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ

Ｓ
Ｆ
）】

　

平
成
30
年
９
月
以
降
に
国
内
で
Ｃ
Ｓ

Ｆ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
89
事
例
１
６
４
農
場
、
野
生
イ

ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
24
県
１
２
２
頭
で

陽
性
が
確
認
さ
れ
、
感
染
が
危
惧
さ
れ

る
状
況
で
す
。
ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン

は
、
九
州
管
内
で
豚
熱
の
発
生
が
確
認

さ
れ
、
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
８
月
17
日
、
中

国
で
、
ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
Ａ
Ｓ
Ｆ

の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
周
辺
国

に
感
染
が
拡
大
し
、
17
カ
国
で
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、
平

成
30
年
10
月
以
降
、
旅
客
の
携
帯
品
か

ら
収
去
し
た
畜
産
物
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
遺

伝
子
が
１
０
９
件
確
認
さ
れ
て
お
り
、

警
戒
が
必
要
で
す
。

【
口
蹄
疫
】

　

令
和
5
年
5
月
に
韓
国
、
12
月
に
中

国
な
ど
の
近
隣
国
で
口
蹄
疫
の
発
生
が

確
認
さ
れ
、
引
き
続
き
警
戒
が
必
要
で

す
。

　

市
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら

14
年
が
経
過
し
ま
す
。
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
順
守

し
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
や
畜
舎
の

清
掃
・
消
毒
、
立
入
者
記
録
簿
の
記
入
、

農
場
内
外
の
長
靴
の
履
き
替
え
、
車
両

消
毒
、踏
込
消
毒
槽
の
点
検
を
徹
底
し
、

防
疫
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
20
日
は
消
毒
の
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
一
斉
消
毒

の
取
り
組
み
な
ど
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

※
事
例
等
の
数
字
は
、
全
て
令
和
5
年

12
月
現
在
の
も
の
で
す
。

野生動物侵入防止対策をしましょう

消毒の徹底をお願いします

福
　
祉

問
市
福
祉
課  

地
域
福
祉
係
　
☎
35
‐
1
1
1
5
（
直
通
）

　

市
で
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
、

１
世
帯
当
た
り
7
万
円
の
「
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給

付
金（
追
加
給
付
分
）」を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
令
和
5
年
11
月
2
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の

た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の
価
格
高
騰

に
直
面
す
る
生
活
者
の
支
援
を
行
う
も

の
で
す
。

　

支
給
の
対
象
者
は
、
下
の
表
に
該
当

す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
、
い
ず
れ
か
の

方
法
で
1
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま

す
。

※
給
付
金
を
装
っ
た
う
そ
電
話
や
個
人

情
報
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
市

職
員
が
、
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
）
の
操
作
の
お
願
い
や
手
数
料
の
振

り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
人
情
報
や
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
暗
証
番
号
を
電

話
で
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅

や
職
場
な
ど
に
国
や
県
、
市
役
所
な
ど

を
か
た
る
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ

た
場
合
は
、
え
び
の
警
察
署
（
☎
33
‐

０
１
１
０
）
ま
た
は
市
福
祉
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

住民税均等割非課税世帯

対象世帯

基準日（令和 5 年 12 月 1 日）において市内に居住し、世帯全員の令和 5 年度分（令
和 4 年中の所得）の住民税均等割が非課税、または免除されている世帯
※住民税均等割が課税されている者の扶養親族等のみで構成されている世帯は対象
外。

支給方法

（１）対象世帯のうち、電力・ガス・食料品
等価格高騰重点支援給付金（3万円給付金）
確認書の送付を受けた世帯で、令和5年12
月1日時点で世帯や課税の状況に変更がな
い世帯

対象者に「支給のお知らせ」を発送してい
ます。書類を返送・提出するなど、手続き
は必要ありません。3万円給付金の支給口
座へ順次振り込みます。
※次のいずれかに該当する場合は、届け出
が必要です。市福祉課にご連絡ください。
①3万円給付金の支給口座とは、別の口座
への振込を希望する場合
②給付金の受け取りを辞退する場合

（２）対象世帯のうち、次のいずれかに該
当する世帯

・令和5年1月1日において、えびの市に住
民登録があり、えびの市で3万円給付金の
支給を受けていない世帯

・3万円給付金の支給後に世帯の状況の変
更があった世帯（世帯主の変更など、転入
以外の変更があった場合）

対象者に「確認書」を発送します。必要事
項を記入の上、振込口座の通帳、または
キャッシュカード等の写し等の必要書類
を添付して、3月15日（金）までに市福祉
課に確認書を返送してください。返送され
た内容を確認後、3週間ほどで給付金を振
り込みます。

（３）対象世帯のうち、令和5年1月2日から
令和5年12月1日までの間に、えびの市へ
転入した人がいる世帯

申請が必要です。市福祉課および飯野・真
幸出張所に設置されている申請書に必要
事項を記入し、必要書類を添付して、3月
15日（金）までに、市福祉課に直接提出し
てください。申請内容を確認後、3週間ほ
どで給付金を振り込みます。
※申請書は、市ホームページからもダウン
ロードできます。

給付額 １世帯当たり7万円

その他

・DV等を理由に本市に住民票を移さず、現在、市内の居住地に避難している場合であっ
て、一定の要件を満たす場合は、本市で支給を受けられる場合があります。詳しくは、
市福祉課にお問い合わせください。

・今回支給する給付金は、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し
て実施する事業です。法律で「非課税所得となること」、「給付金の支給を受ける権利を
譲り渡し、担保に供し、または差し押さえることができないこと」が規定されています。

◎電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（追加給付分）の概要
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1
月
20
日
か
ら
「
え
び
の
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
の
リ
ッ
チ
メ

ニ
ュ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
基
本
メ
ニ
ュ
ー
」
と
「
新
型
コ
ロ
ナ

関
連
」
の
2
つ
の
タ
ブ
に
分
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
5
類
感
染
症
移
行
に
伴
い
、「
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
」
か
ら
「
防
災
情
報
」

の
タ
ブ
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
マ
ッ
プ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
が
す
ぐ
に
確
認
で
き
、
使
い
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
防
災
情
報
を

知
り
た
い
と
き
は
、
ぜ
ひ
、
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
」
タ
ブ

に
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
感
染
症
に
関
す
る
情
報
は
、

引
き
続
き
「
基
本
メ
ニ
ュ
ー
」
タ
ブ
の

「
感
染
症
予
防
接
種
」
か
ら
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
の
機
能
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

情
　
報

問 L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

企
画
課 

情
報
係
　
☎
35
‐
3
7
1
4
（
直
通
）

教
　
育

　

1
月
8
日
、
宮
崎
市
で
「
第
14
回
宮

崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
駅
伝
の
競

技
力
向
上
や
競
技
人
口
拡
大
と
と
も

に
、
市
町
村
間
の
交
流
を
通
し
て
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

駅
伝
は
、
宮
崎
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
・

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
12
区
間

39
・
2
㎞
で
行
わ
れ
、
県
内
全
26
市
町

村
か
ら
26
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
（
市
郡
の
部
は
9
チ
ー
ム
）。

　

え
び
の
市
は
、2
時
間
15
分
01
秒
で
、

第
14
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

競
走
大
会

問
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係
　
☎
35
‐
2
2
6
8
（
課
直
通
）えびの市選手団 結団式

市
郡
の
部
で
第
6
位
、
総
合
順
位
は
第

9
位
で
し
た
。

　

え
び
の
市
代
表
チ
ー
ム
の
選
考
は
、

昨
年
の
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
小

中
学
生
・
高
校
生
は
、
中
体
連
等
の
大

会
記
録
を
参
考
に
、
各
学
校
か
ら
候
補

者
を
推
薦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
般

は
、
え
び
の
市
陸
上
競
技
協
会
に
選
考

を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
月
中

に
選
考
会
を
4
回
行
い
、
控
え
選
手
を

含
む
え
び
の
市
代
表
選
手
22
人
を
選
出

し
ま
し
た
。
12
月
20
日
に
は
結
団
式
を

行
い
ま
し
た
。

号砲とともにスタートダッシュする選手

　

12
月
14
日
、
市
と
株
式
会
社
レ

ジ
ャ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
に
関
す

る
地
域
防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
時
の
上
空
か

ら
の
情
報
収
集
や
救
援
活
動
、
輸
送
能

力
の
確
保
、
事
前
防
災
の
観
点
か
ら
、

柔
軟
な
運
用
が
で
き
る
民
間
ヘ
リ
と
協

力
を
行
い
、
防
災
力
の
強
化
を
図
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
協
定
締
結
は
、
県
内
で
え
び
の

市
が
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

村
岡
隆
明
市
長
は「
災
害
が
激
甚
化

す
る
中
、
防
災
は
行
政
に
と
っ
て
大
き

な
テ
ー
マ
で
す
。
防
災
強
化
の
面
で
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に

も
、
具
体
的
な
活
用
方
法
を
練
っ
て
い

き
た
い
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
河
野
信
吉
代
表
取
締
役
会
長

は「
防
災
の
た
め
に
民
間
と
行
政
が
連

携
し
、
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
変
重
要

で
す
。
こ
の
協
定
を
も
と
に
地
域
貢
献

と
し
て
、
防
災
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

協定書に署名を行いました

協定書を手にする村岡市長と河野代表取締役会長（右）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
、
上
浦

自
治
会
自
主
防
災
組
織
が
、
防
災
用
資

機
材
一
式
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
防
災
力
の
強

化
を
目
的
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
が

行
う
防
災
活
動
に
必
要
な
設
備
等
の
整

備
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
上
浦
自
治
会
自
主
防
災
組
織

で
は
、
発
電
機
や
投
光
機
、
担
架
、
一

輪
車
、
防
災
ラ
ジ
オ
、
ス
タ
ッ
キ
ン
グ

チ
ェ
ア
な
ど
、
計
7
品
目
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

上
浦
自
治
会
自
主
防
災
組
織
会
長
の

日
髙
英
明
さ
ん
は
、「
防
災
用
資
機
材

を
整
備
で
き
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
日

本
各
地
で
大
き
な
災
害
が
起
き
て
お
り

心
配
し
て
い
る
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、防
災
訓
練
な
ど
で
活
用
し
て
、

地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
役
立
て

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

防
　
災

問 宝
く
じ
助
成
事
業
で

防
災
用
資
機
材
を
整
備

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

整備された防災用資機材（上浦自治会自主防災組織）

防
　
災

問 ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
に
関
す
る

地
域
防
災
協
定
締
結
式

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

防災情報タブ

基本メニュータブ
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鮮魚店　マルヒサ

柿元　久雄 さん

起業支援センターでできること MAPHP はこちら

費用について

オフィス使用料　1 カ月 … 8,000 円（午前 8 時～午後 6 時）

コワーキングスペース使用料　3 時間 …200 円　１日 …400 円　※誰でも利用できます。

付属設備等 パソコン　1 日 …500 円

File.5

エントランスエントランス オフィススペースオフィススペース コワーキングスペースコワーキングスペース

えびの市起業支援センター　☎︎ 27-3077お問い合わせ

インキュベーションマネージャーと事務員が
常駐しています

16室あるオフィススペースは、
パーテーションで区切られています

施設内には専用のWi-Fiも完備されています

いつでも相談できる人がいます。1
資金調達を後押しする仕組みが整っています。2
共に成長できる仲間がいます。3
テレワーク･ワーケーション、小会議、打ち合わせ等ができます。4

えびの市大字永山 1182 番地 1

http://ebino-shien.com/

えびの市起業支援センター

●鮮魚販売
●小売業
●店内飲食

事業内容

川内川

至小林市役所入口

道の駅
えびの

えびの市役所道
車
動
自
州
九

IC

えびの市起業
支援センター

　えびの市起業支援センターでは、起業家の誘致等を行い、その経済活動により地域経済の活性化
を目的とし、創業支援や起業家育成、そして各事業者の相談対応に重点的に取り組んでいます。
　実際に同センターで経営面のサポートを受けた事業者をご紹介します。

　
地
元
の
え
び
の
市
で
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に

旬
の
違
う
魚
を
自
分
で
選
ん
で
販
売
し
、
魚

の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
鮮
魚
店
を
始
め
よ
う
と
考
え
た

時
に
、起
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
以
下
、エ
ー
ビ
ッ

ク
と
い
う
）を
知
っ
て
、利
用
を
始
め
ま
し
た
。

　
エ
ー
ビ
ッ
ク
に
常
駐
し
て
い
る
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
、
起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
販
路
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ゼ
ロ
か
ら
の
起
業
で
資
金
調
達
の
方
法
も

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
銀
行
に
一
緒
に

行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、店
舗
の
場
所
を
探
す

の
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
だ
わ
っ
て
魚
を
販
売
し
た
い
と

い
う
思
い
や
コ
ロ
ナ
禍
の
客
足
減
少
に
対
し

て
、ア
プ
リ
で
の
販
売
や
惣
菜
の
販
売
な
ど
、

起
業
す
る
人
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、そ
こ
が
エ
ー

ビ
ッ
ク
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
す
る
度
に
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
親
身

に
な
っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、一
人
で
悩

ご要望に沿って魚をその場でさばきます

その日に仕入れた新鮮な魚が並びます

む
よ
り
も
視
野
が
広
が
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
起
業
や
経
営
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
る
人
は
、ぜ
ひ
、一
度
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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ヒカリと海の世界

12

10

　市文化センター前広場に設置されたイルミ
ネーションの点灯式が行われました。産業文化
祭で子どもや家族連れなどが作成したくらげラ
イトが、ツリーとして飾られました。
　点灯式では、飯野中、加久藤中、飯野高校の
吹奏楽部の演奏、第九を歌う会によるクリスマ
スソング、ダンスパフォーマンスなどが披露さ
れました。また、出店等が立ち並び、多くの人
でにぎわいました。

えびのヒカリテラスイルミネーション
第37回全国都道府県対抗
中学バレーボール大会出場報告

宮崎県代表として全国の舞台に

12

11

　真幸中学校 3 年の阿多胡
こ は な

華さんが、12 月 25
日から 28 日に大阪府で行われる令和 5 年度第
37 回全国都道府県対抗中学バレーボール大会
に、宮崎県選抜チームのメンバーとして出場す
ることを市長に報告しました。
　阿多さんは「全国の舞台は初めてですが、と
ても貴重な経験なので、宮崎県の代表として自
分のプレーを出し切りたいです」と話していま
した。

第九でえびのを元気に公演

有名ソリストと市民の共演

12

10
　市文化センターで「第
九でえびのを元気に」公
演が行われました。これ
は、 令 和 5 年 度 市 民 参
加型舞台公演事業として
行われたもので、今回で
11 回目となります。
　 第 1 部 は ミ ュ ー ジ カ
ル・ハイライト・コンサー
ト、第 2 部ではベートー
ヴェン交響曲第 9 番第 4
楽章「歓喜の歌」が披露
されました。
　 会 場 に は 約 420 人 が
訪れ、大きな拍手が送ら
れていました。
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子どもの情報活用能力を育成
　飯野中学校で、ICT 活用推進モデル校の授業
公開が行われました。これは、ICT を活用して
児童・生徒の学力向上と学校全体の授業改善を
図っているモデル校の成果を、宮崎県の教職員
に伝え広げることを目的に行われたものです。
　1 年生は英語、2 年生は理科、3 年生は道徳
の授業が公開され、県内の教職員等約 50 人が
参加しました。授業公開後には、授業研究会が
行われ、ICT 活用について協議が行われました。

令和5年度
ICT 活用推進モデル校授業公開

令和5年度「 障害者 の 生涯学習支援
活動」に係る文部科学大臣表彰受賞

手話の普及活動に貢献

12

22

　手話サークルえびの会が、令和 5 年度「障
害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学大臣
表彰を受賞したことを市長に報告しました。こ
れは、長年の手話教室や手話の普及活動が認め
られ表彰されたものです。
　同会の川田伸一会長は「これまで地道に頑
張ってきた手話の普及活動が評価され、うれし
く思います。これを励みに活動にまい進してい
きたいです」と話していました。

クリスマスロビーコンサート

クリスマスソングで心温まる

12

　市文化センターロビーで、クリスマスロビー
コンサートが行われました。これは、文化振興
事業として、市民団体との協働による憩いの空
間を創ることを目的に行われたものです。
　 コ ン サ ー ト で は、 ア ー テ ィ ス ト の「Bell 
Wood」（16 日 ） と「bonne amie」（23 日 ）、
一般演奏者らが公演を行いました。訪れた人た
ちは、クリスマスにちなんだ楽曲の演奏を楽し
みました。

人の健康にとって大切な食
　飯野地区コミュニティセンターで、エコロジ
カルタウンえびの推進協議会講演会が行われま
した。これは、有機農業や持続可能な暮らし・
社会への理解を深め、えびの市全体で理解と意
識の醸成を図ることを目的に行われたもので
す。
　講演会では、葉子クリニックの内山葉子院長
が「食と健康」をテーマに講演を行い、有機農
業者やその関係者等約 70 人が参加しました。

12

24 エコロジカルタウンえびの
推進協議会講演会

12

16・23

14

よい1年を願って

12

26

　公益社団法人えびの市シルバー人材センター
が市役所にしめ縄を贈りました。これは、新年
を気持ちよく迎えてほしいと贈られたもので
す。
　贈られたしめ縄は、藤嶋勉理事長と田中敏治
さんによる手作りのものです。
　藤嶋理事長は、「令和 6 年が良い年となり、
市民の皆さんが健康でいられるよう祈念して作
りました」と話していました。

シルバー人材センターしめ縄寄贈竹はしらかし

一年間の無病息災を願って
　市内各地の田んぼや河川敷で「竹はしらかし」
が行われました。
　麓自治会では、1 月 5 日に麓橋上流河川敷で
行われました。竹はしらかしは、一年間の無病
息災を願って行われているものです。
　組んだ竹のやぐらで門松やしめ縄などを燃や
します。
　焼いた竹を持ち帰り、家に立てかけておくと
厄よけ・魔よけになるといわれています。

硫黄山カメラ映像の利活用に向けた
研究協力に関する覚書署名式

火山活動の状況把握に活用

12

25
　えびのエコミュージア
ムセンターで、硫黄山カ
メラ映像の利活用に向け
た研究協力に関する覚書
署名式が行われました。 
　 こ れ は、 災 害 や 障 害
に強い ICT の研究開発を
行っている国立研究開発
法人情報通信研究機構が
硫黄山に設置した高精細
のカメラを活用すること
を目的に合意したもので
す。
　市は、この映像から硫
黄山火山活動の状況を把
握し、事前防災の強化を
図ります。

1
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【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

霧
島
の
嶺み

ね
み
ね々

は
快
晴
冬
椿

岩
切
嗣
子

　
え
び
の
の
地
を
故
郷
に
持
つ
私
に
と
っ
て
雄
大
で
美
し
い
霧
島
連
山
の
佇

た
た
ず

ま
い
は
常
に
心
の

誇
り
で
す
。雪
化
粧
し
た
嶺
々
…
上
空
に
は
、
青
々
と
し
た
冬
晴
れ
の
空
が
拡
が
り
、
庭
に
は
、

ま
っ
赤
な
椿
。好
き
な
冬
の
霧
島
連
山
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

喜
ぶ
べ
き
こ
と

と
も
き
よ　

や
す
こ

「
喜
ぶ
べ
き
こ
と
が　

喜
べ
な
い
」

法
語
集
の
中
に
見
つ
け
た
時
か
ら

ず
っ
と
引
っ
か
か
っ
て
い
た
言
葉
だ

物
事
を
あ
た
り
前
と
捉
え
て
し
ま
っ
た
ら

喜
ぶ
べ
き
こ
と
の
固
ま
り
を
取
り
損
な
っ
て
し
ま
う

有あ
り
が
た難

い
と
い
う
言
葉
は

め
っ
た
に
無
い
こ
と
に
出
あ
っ
た
時

つ
い
口
を
つ
く
感
嘆
詞

耳
に
タ
コ
が
で
き
る
ぐ
ら
い
聞
い
て
き
た
の
に

教
え
の
本
の
中
で
し
か
自
分
に
は
響
か
な
い

自
分
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
事
を

無
視
さ
れ
否
定
さ
れ
る
と

虚
無
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る

そ
れ
は

喜
ぶ
べ
き
こ
と
が
喜
べ
て
な
い
か
ら

根
本
か
ら
解
っ
て
な
い
か
ら

能
登
半
島
、
地
震
火
災
、
航
空
事
故
、
死
亡

火
を
吐
く
人
の
慟ど

う
こ
く哭

聞
こ
ゆ

竹
下
妙
子

　
元
旦
と
い
え
ば
初
春
と
な
り
草
木
も
芽
を
出
す
頃
。そ
れ
に
し
て
も
今
年
の
元
旦
は

正
に
こ
の
世
の
地
獄
で
あ
っ
た
。亡
く
な
る
方
が
ど
れ
だ
け
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
達
に
出で

き来
る
こ
と
は
、
せ
め
て
心
だ
け
の
寄
付
。一
日
で
も
早
く
復
興
を
祈
る
の
み

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　（
自
註
） 

■手作り講座 紙粘土で田の神さぁをつくろう
紙粘土で田の神さぁをつくります。自分で作った田の神
さぁをお家に飾ってみませんか？
●開催日＝2月17日（土）
●時間＝午後1時30分～午後3時
●場所＝図書館 学習室
●定員＝10人 ※定員になり次第締め切ります。小学2年
生は以下は、保護者同伴でお願いします。
※申し込みが必要です。

お す す め の 一 冊

「はい」「いいえ」ほうこく
浜田桂子 著

（理論社）

文系のための
東大の先生が教える
70歳の取扱説明書
飯島勝矢 著

（ニュートンプレス）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎︎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（2月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 7日（水）、
20日（火） 13：15～15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館

8日（木）、
21日（水） 12：45～16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

9日（金）、
22日（木） 12：00～15：15

真幸地区体育館 14日（水）、
28日（水） 15：25～15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

2日（金）、
16日（金） 14：50～16：30

■東広島市立中央図書館と交換展示
東広島市立中央図書館とえびの市民図書館の郷土資料や
観光に関する交換展示を行います。
●開催日＝2月20日（火）～
●場所＝図書館入口

　
「
亡
き
妻
や
家
族
、
仲
間
の
支
え
が
あ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
走
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
、令
和
6
年
11
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ニ
ュ
ー
ク
ラ
ー
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
第

22
回
ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権

で
優
勝
し
た
藤
﨑
利
廣
さ
ん
で
す
。

  

藤
﨑
さ
ん
は
、
8
0
0
m
競
技
と

1
5
0
0
m
競
技
の
80
歳
か
ら
84
歳
男
子

の
部
に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。

　

藤
﨑
さ
ん
は
、
健
康
維
持
の
た
め
に
35
歳

か
ら
走
り
始
め
た
そ
う
で
す
。「
人
生
は
生

き
が
い
探
し
の
旅
だ
と
思
っ
て
い
て
、
健
康

維
持
も
兼
ね
て
、
走
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
中
学
校
の
教
員
を
し
て
い
る
こ
ろ

か
ら
、
謙
虚
に
、
自
助
努
力
を
続
け
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
生
徒
た
ち
に
背
中
を
見
せ

る
つ
も
り
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。
思
え
ば
48

年
間
も
続
き
、
今
で
は
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
、
毎
日
走
ら
な
い
と
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。」

　
「
60
歳
で
退
職
し
た
後
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル

の
大
会
で
初
め
て
ア
ジ
ア
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
世
界
を
旅
を
す
る
と
い
う
夢
も
あ
っ

て
、
い
ろ
ん
な
国
で
行
わ
れ
る
大
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
、
亡
き
妻
が
そ
の
気
持
ち

を
理
解
し
、
こ
れ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
、
今
回
の
ア
ジ
ア
大
会
に
臨
み
、
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
て
い
き
た
い
と
話

す
藤
﨑
さ
ん
。「
人
生
は
一
度
き
り
な
の
で

何
事
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
走
り
で
、
若
い
人
か
ら

高
齢
者
問
わ
ず
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で

す
」

亡
き
妻
へ
の
感
謝
を
胸
に

こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
る

藤﨑 利廣さん

広報 広報令和6年1月号 令和6年1月号15 14



子
ど
も
の
む
し
歯
を
予
防
し
よ
う
！

　

子
ど
も
が
イ
ヤ
イ
ヤ
期
に
突
入
し
、

仕
上
げ
磨
き
に
一
苦
労
と
い
っ
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

仰
向
け
で
抑
え
ら
れ
る
の
が
嫌
、

人
に
磨
か
れ
る
と
痛
み
を
感
じ
や

す
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考

え
ら
れ
ま
す
。ス
ム
ー
ズ
に
仕
上
げ

磨
き
を
す
る
た
め
に
、
嫌
が
る
理
由

を
考
え
、
磨
き
方
を
工
夫
し
て
み
ま

し
ょ
う
。リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う

歯
磨
き
ソ
ン
グ
を
歌
う
、
子
ど
も
に

も
一
緒
に
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
な

が
ら
仕
上
げ
磨
き
を
し
、
で
き
た
ら

に
合
わ
な
く
な
り
ま
す
。ダ
ラ
ダ
ラ

と
食
べ
ず
に
時
間
を
決
め
、
食
事
か

ら
寝
る
ま
で
に
2
時
間
は
空
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

乳
歯
は
い
っ
た
ん
む
し
歯
に
な
る

と
永
久
歯
よ
り
速
く
進
行
し
、
永
久

歯
の
質
や
形
に
も
影
響
し
ま
す
。そ

の
た
め
、
普
段
の
生
活
や
歯
磨
き
で
、

む
し
歯
を
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。ど
う
し
て
も
歯
磨
き
を
嫌

が
る
場
合
に
は
、
短
時
間
で
済
ま
せ
、

食
べ
物
や
生
活
リ
ズ
ム
に
気
を
付
け

て
、「
む
し
歯
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら

早
め
に
歯
科
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

文
：
市
こ
ど
も
課 

こ
ど
も
相
談
係

シ
ー
ル
貼
り
を
す
る
な
ど
、
遊
び
の

要
素
を
加
え
つ
つ
、
焦
ら
ず
ゆ
っ
く

り
と
習
慣
づ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
小
学
校
低
学
年
ま
で
は
、
必

ず
大
人
の
仕
上
げ
磨
き
が
必
要
で
、

小
学
校
高
学
年
ま
で
は
可
能
な
限
り

大
人
が
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
唾
液
に
は
、
食
事
に
よ
っ

て
溶
け
だ
し
た
歯
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分

を
歯
の
表
面
に
戻
し
、
む
し
歯
を
防

ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
長
時
間
の

飲
食
で
唾
液
に
よ
る
歯
の
修
復
が
間

　

預
金
者
保
護
法
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
安
心
せ
ず
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
枚
数
を
必
要
最
小
限
に

減
ら
す
、
定
期
的
に
通
帳
記
帳
を
す

る
、
暗
証
番
号
は
生
年
月
日
な
ど
容

易
に
推
測
で
き
る
も
の
に
し
な
い
な

ど
、
カ
ー
ド
や
通
帳
の
管
理
に
は
十

分
注
意
を
払
い
、
自
己
防
衛
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と

は
、
全
国
共
通
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
盗
難
や
偽

造
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
預

金
を
引
き
出
さ
れ
た
場
合
、
預
金
者

保
護
法
に
よ
り
、
本
人
に
過
失
が
な

い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
金
融
機
関

か
ら
全
額
補
償
さ
れ
ま
す
。被
害
に

あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
届
け
出
る
（
30
日

以
内
）こ
と
が
、補
償
の
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
預
金
者
に
過

失
が
あ
る
場
合
は
、
過
失
の
重
さ
に

よ
り
補
償
が
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
盗
難
の
場
合
、

暗
証
番
号
を
生
年
月
日
に
し
、
か
つ

免
許
証
な
ど
番
号
を
類
推
で
き
る
も

の
を
カ
ー
ド
と
一
緒
に
盗
ま
れ
た
な

ど
、
軽
過
失
の
場
合
は
75
％
し
か
補

償
が
な
く
、
暗
証
番
号
を
カ
ー
ド
に

記
載
し
て
い
た
り
暗
証
番
号
を
他
人

に
知
ら
せ
た
り
し
て
い
た
な
ど
重
過

失
の
場
合
は
、
補
償
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
償
の
対
象
と
な
る
の
は
、

A
T
M
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
取

引
で
す
。通
帳
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
り
引

き
は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
管
理
に
ご
注
意
を

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

宮
崎
県
で
国
ス
ポ
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

　 正しい1 1 0 番 通 報の利 用 促 進

災 害 案 内 電 話 が 終了しました

12月の交通事故
発生状況

人　身 1件
物　件 29件

本年累計 23件
本年累計 295件

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 2件
救　急 90件

本年累計 16件
本年累計 1,045件

　

2
0
2
7
年
（
令
和
9
年
）
に
宮

崎
県
で
「
第
81
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
第
26
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

宮
崎
県
で
の
開
催
は
、
昭
和
54
年

の
第
34
回
大
会
「
日
本
の
ふ
る
さ
と

宮
崎
国
体
」
以
来
、
実
に
48
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
旧
称
：
国

民
体
育
大
会
）
は
、
広
く
国
民
の
間

に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
国
民
の
健

康
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
地
方
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地

方
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
会
は
、
都
道
府
県
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
、
都
道
府
県
対
抗
で
競
技

を
実
施
す
る
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
す
。

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
陸
上

競
技
や
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ
た
正
式
競

技
37
競
技
の
ほ
か
、
特
別
競
技
の
高

校
野
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や

綱
引
な
ど
の
公
開
競
技
、
参
加
型
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

え
び
の
市
で
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
競

技
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。各
都

道
府
県
の
代
表
が
、
え
び
の
の
地
で

競
い
合
い
ま
す
。試
合
観
戦
や
選
手

た
ち
を
応
援
し
て
、
大
会
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
大
会
愛
称

日
本
の
ひ
な
た
宮
崎 

国
ス
ポ
・
障
ス

ポ■
ス
ロ
ー
ガ
ン

紡
ぐ
感
動　

神
話
と
な
れ

文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 災 害 案 内 電 話 2 3 - 7 0 0 0 番 は、令 和 5 年 1 2 月
3 1 日をもって終了しました。
　 災 害 情 報 は、これ までどおり宮 崎 県 防 災 ・防
犯 情 報メール サービスから配 信します。
　 な お、1 1 9 番 は 緊 急 通 報 で す。問 い 合 わ せ で
の 使 用 はできません。
　 安 心で 安 全 な 地 域 づくりに 努 めますので、消
防 行 政 の 円 滑 な 推 進 にご 理 解とご 協 力 を お 願
いします。

　 1 1 0 番 通 報 の 中 に は、間 違 い 電 話 や 拾 得 物、
運 転 免 許 更 新 の 問 い 合 わ せ な ど、本 来 の 目 的
に なじまな い 通 報も多く、緊 急 通 報 の 対 応 に 支
障 をきた す お そ れ が あります。このことから、事
件・事 故 の 緊 急 通 報 手 段として、毎 年 1月1 0日を

「1 1 0 番 の 日」として 定 め、広 報 啓 発 活 動 を 行っ
ています。
　 宮 崎 県 に お ける令 和 5 年 内 の 1 1 0 番 通 報 の 総
受 理 件 数 は、約 7 3 , 8 0 0 件（ 前 年 同 期 比  + 9 , 1 0 0
件）で、そのうち有 効 受 理 件 数 割 合は約 7 0 ％、無
効 受 理 件 数 割 合 3 0 ％となっています。
　 正しい 1 1 0 番 通 報 のご 協 力をお 願 いします。

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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す。
【申込方法】申し込みについては、小林市役所市民課人権

グループにご連絡ください。
申・問小林市役所市民課人権グループ
☎23-1141

公用車（プリウス）売却の一般競争
入札

　市では、公用車（プリウス）を一般競争入札で売却し
ます。入札に参加を希望する人は、市有財産売却一般競
争入札募集要領を市財産管理課管財係で受け取るか、市
ホームページからダウンロードしてご確認ください。

【入札件名】市有財産 公用車（プリウス）売却
【日時】2月20日（火）午前10時
【場所】市役所本庁 別棟1-3・4会議室
【入札物件】
［車名］トヨタ プリウス
［初度登録年月日］平成22年2月
【最低売却価格】100,000円
【受付期間】1月30日（火）～ 2月13日（火）

　詳しくは、募集要領をご確認ください。
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

求職者支援訓練「仕事に役立つパソ
コン基礎科」受講生を募集します

　小林高等職業訓練校では、求職者支援訓練の受講生を
募集しています。求職者支援訓練とは、求職中の人が職
業に必要な知識・技能を習得し、早期就職を促進するた
めの訓練です。

【訓練期間】3月27日（水）～ 7月26日（金）（4カ月間）
【訓練科目】仕事に役立つパソコン基礎科 
【訓練内容】職業能力開発講習・就職支援・安全衛生・コン

ピュータ基礎知識・コンピュータ操作実習・文書作成実
習・表計算基礎実習・表計算応用実習・プレゼンテーショ
ン実習・ネットワーク基礎実習・総合演習・職業人講話

【定員】15人

【参加費】テキスト代 6,495円（税込）
※資格取得（任意受験）に係る費用は自己負担

【申込期限】3月5日（火）
【申込方法】ハローワーク小林にご相談ください。
【選考日】3月11日（月）
【実施場所】小林高等職業訓練校

問小林高等職業訓練校
☎23-6800
申・問ハローワーク小林
☎23-2171

西諸地域在宅医療介護連携講演会
を開催します

　西諸地域在宅医療介護連携推進協議会・一般社団法人
西諸医師会では、看取りまで含め、最期まで在宅で過ご
すためにはどうしたらよいかというテーマで、講演会を
開催します。関心のある人は、ぜひ、ご参加ください。

【開催日】2月6日（火）
【時間】午後6時30分～午後8時
【場所】小林市文化会館
【演題】人生の最期まで安心して過ごせる街づくり～ユ

ニバーサル・ホスピスマインドをすべての人生のそばに
～

【講師】めぐみ在宅クリニック 院長 小澤 竹俊氏
【対象】関心のある人、医師、医療・介護従事者、行政機関

等職員、医療従事者養成機関関係者等
【参加費】無料

問結netにしもろ（西諸医師会事務局）
☎48-0091
問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

会計年度任用職員を募集します

　市学校教育課では、次の業務の会計年度任用職員を募
集します。
■学校事務員

【募集人員】若干名
【業務内容】教職員の業務サポート（印刷等）、図書事務、

来客対応、校納金集計等
【報酬】5,699円～ 6,049円（日額） ※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前8時～午後3時（月曜～金曜 ※祝日・年末

年始を除く） 
※学校行事により休日出勤の場合あり。

【担当係】総務係
■学校用務員

【募集人員】若干名
【業務内容】環境整備、施設、物品等修理、燃料等接受・保

管、給食接受等
【報酬】5,699円～ 6,049円（日額） ※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前8時～午後3時（月曜～金曜 ※祝日・年末

年始を除く） 
※学校行事により休日出勤の場合あり。

【担当係】総務係
■特別支援教育支援員

【募集人員】若干名
【業務内容】学校内および校外活動における児童・生徒の

生活・身体介助、学習等の支援。学級運営の補助等。
【報酬】5,699円～ 6,049円（日額） ※通勤・時間外・期末手

当あり
【勤務時間】午前8時～午後3時（月曜～金曜 ※祝日・年末

年始・学校の長期休業期間を除く） 
※学校により勤務時間の変動あり。
※学校行事により休日出勤の場合あり。

【担当係】教育係
■共通事項

【勤務場所】市内小中学校
【資格要件】普通自動車運転免許
【雇用期間】4月1日～令和7年3月31日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込期限】1月31日(水）午後5時まで
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接　　　　

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市学校教育課に直接、また

は郵送（1月31日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市ホームページ、または市学校教
育課にあります。

【その他】業務で自家用車を使用してもらう場合は手当
があります。
申・問市学校教育課 総務係・教育係
☎35-3721（課直通）

消費生活相談員・消費生活相談補助
員を募集します

　小林市役所市民課人権グループでは、西諸県地域消費
生活相談窓口での消費生活相談員と消費生活相談補助員
を募集します。

【職種】西諸県地域消費生活相談窓口（相談員）
【募集人員】若干名
【業務内容】消費生活相談やあっせんに対応する業務
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
［消費生活相談員］消費生活相談員資格、消費生活アドバ

イザー資格のいずれかを有する人、または同等の専門知
識および技術を有すると小林市長が認めた人

［消費生活相談員補助］消費者問題の解決に意欲を持ち、
消費生活相談員資格取得支援制度に参加できる人（国家
資格取得助成のための費用助成があります）

【報酬】
［消費生活相談員］1,069円～（時給） 
［消費生活相談員補助］950円～（時給） 

※通勤・期末手当あり
【勤務時間】
［消費生活相談員］午前9時～午後4時（月曜～金曜） 
［消費生活相談員補助］午前8時30分～午後5時15分のう

ち7時間（月曜～金曜） 
※祝日・年末年始を除く。

【勤務場所】小林市役所 西諸県地域消費生活相談窓口
【雇用期間】採用決定日～令和6年3月31日（継続可）
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込期限】随時
【選考方法】面接 ※面接日時は、後日申込者に連絡しま
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,356人 （前月比 -25人）
男性／7,730人（-2人） 　女性／8,626人（-23人）
転入／28人  転出／29人  出生／9人  死亡／33人

7,765世帯 （前月比 +2世帯）

4 年 ぶ り の 通 常 開 催 と な った 成 人 式 。振 袖 や は か ま、
スーツに 身を 包 んだ 新 成 人 が 集まり、久し ぶりに 再 会

した 友 人や恩 師と 楽しそうに 話したり、記 念 撮 影したりす
る 姿 を見て、元 気をもらうことが で きました 。新 年 、心 新 た
に 取 材 を頑 張りたいと思います。（ 中川 ）

（令和6年1月1日現在）

座残高をご確認ください。
【振替納付日】
［申告所得税および復興特別所得税］4月23日（火）
［消費税および地方消費税（個人事業者）］4月30日（火）

　詳しくは、国税庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）をご覧ください。また、ご不明な点がありました
ら、最寄りの税務署にご連絡ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内
問国税相談専用ダイヤル
☎0570-00-5901 ※ナビダイヤル

スマホ用電子証明書によるコンビニ
交付サービスが利用できます

　1月22日から対象コンビニ事業者の全国店舗で、マイ
ナンバーカード（個人番号カード）に加えて、スマート
フォンでも証明書等コンビニ交付サービスを利用できる
ようになります。
　利用には、マイナンバーカード（個人番号カード）と
同等の機能（署名用および利用者証明用電子証明書）を
搭載したスマートフォンが必要です。
　なお、本サービスに対応しているスマ
ートフォンの機種等の詳細は、マイナポ
ータル（右のQRコード）で確認できます。

【対象コンビニ事業者】ローソン、ファミリーマート
問市民環境課 市民・年金係
☎35-1117（課直通）

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
1 月5 日、令 和 6 年えび の市成
人 式 ～20 t h  A n n i v e r s a r y ～
が 行 わ れ ました 。振 袖 や は か
ま な ど、晴 れ 着 に 身を 包 ん だ
新成 人 たちは 友 人 たちとの 再
会を喜んで いました 。

国立公園「霧島」指定90周年記念大会
第36回えびの京町温泉マラソン大会

　えびの京町温泉マラソン大会実行委員会事務局では、
「国立公園「霧島」指定90周年記念大会・第36回えびの京

町温泉マラソン大会」を開催します。前回大会はハーフ
の部のみの開催でしたが、今大会から5キロの部を加え、
２種目で開催します。
　大会概要やエントリーについては、大会ホームページ

（https://www.ebino-marathon.com/ ）をご確認ください。
たくさんのエントリーをお待ちしています。

【開催日】5月19日（日）
【大会メイン会場】グリーンパークえびの
【種目】ハーフの部、5キロの部

※ハーフの部は高校生以上が対象です。
【参加費】［ハーフの部］5,000円 ［5キロの部］4,000円

※参加記念品、保険料等を含みます。
【申込期限】［郵便振替受付］3月15日（当日消印有効）
［インターネット受付］3月22日（午後11時59分59秒ク

ローズ）
※定員に達した場合、受付を終了します。

【エントリー用紙設置場所】
市役所本庁、真幸出張所、飯野出張所、 市民体育館、上江
地区体育館、加久藤地区体育館、真幸地区体育館、 飯野
駅前地区体育館、市国際交流センター、市文化センター、 
道の駅えびの、京町温泉駅観光交流センター、足湯の駅
えびの高原、グリーンパークえびの、アウトドアステー
ションえびの、白鳥温泉上湯、白鳥温泉下湯

【その他】エントリーの際は、大会ホームページの大会規
約および誓約項目を確認・同意の上、お申し込みください。
問テレビ宮崎商事株式会社（エントリーに関すること）
☎0985-27-8980
問えびの京町温泉マラソン大会実行委員会事務局（大会

に関すること）
☎35-1114

市内の一部の区域が特別注視区域・
注視区域に指定されます

　「重要土地等調査法」に基づき、内閣府では、令和5年
12月11日に次の区域を指定し、1月15日に施行されまし
た。施行日以降、指定された区域内の土地・建物で防衛関
係施設の機能を阻害する行為が行われることを防止する
ため、内閣府が区域内の土地・建物に関する調査を行い
ます。また、「特別注視区域」内で面積が200㎡以上の土
地・建物を売買する際は、届け出が必要になります。
　詳しくは、内閣府ホームページ（ https://www.cao.
go.jp/tochi-chosa ）をご覧いただくか、内閣府重要土地
等調査法コールセンターにお問い合わせください。

【特別注視区域】「えびの送信所」の周囲おおむね1,000m
の区域内

【注視区域】「えびの駐屯地」の周囲おおむね1,000mの区
域内
問内閣府重要土地等調査法コールセンター
☎0570-001-125（平日 午前9時30分〜午後5時30分）

申告所得税・復興特別所得税、消費
税および地方消費税の振替期日

　申告所得税および復興特別所得税、消費税および地方
消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯金口座
からの引き落としとなる「振替納税」が大変便利です。
　令和5年分の確定申告の振替納付日は、次のとおりで
す。「振替納税」を利用する人は、振替日の前日までに口

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期

1月31日（水）までに納めましょう。

問市企画課 情報係　  　　　 ☎35-3714（直通）

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビ
ニ交付サービスを休止します。休止中は税証明書の
取得ができませんので、ご注意ください。

【運用停止日】
2 月 10 日（土）

【運用停止時間】
午前 6 時 30 分～正午

■証明書等コンビニ交付サービスを一時休止
　します
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【市観光商工
課公式インス
タグラム国内
旅行者向け】

【市観光商工
課公式インス
タグラム訪日
外国人向け】

ユズリハ

標
高
1
2
0
0
ｍ
の
え
び
の
高
原
、

平
地
と
比
べ
、
6
か
ら
7
℃
ほ

ど
気
温
が
低
く
、
夏
は
避
暑
地
、
冬
は

雪
景
色
を
満
喫
す
る
の
に
は
、
最
高
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
寒
さ
に
対
応
し
て

落
葉
す
る
植
物
が
多
い
中
、
え
び
の
岳

山
中
で
青
々
と
し
た
木
を
見
つ
け
ま
し

た
。
大
き
な
葉
を
も
つ
ユ
ズ
リ
ハ
で
す
。

　

寒
さ
に
あ
ま
り
強
く
な
い
植
物
で
す

が
、
え
び
の
岳
の
標
高
で
は
ギ
リ
ギ
リ

生
息
可
能
な
の
か
、
さ
ら
に
高
い
韓
国

岳
な
ど
で
は
見
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
主
に
標
高
1
0
0
0
ｍ
以
下
で

出
会
う
こ
と
が
多
い
植
物
で
す
。

　

新
し
い
葉
が
展
開
す
る
と
き
、
古
い

葉
が
譲
る
よ
う
に
落
葉
す
る
こ
と
か
ら

ユ
ズ
リ
ハ
と
つ
い
た
よ
う
で
す
。「
世

代
交
代
」や「
子
孫
繁
栄
」な
ど
を
連
想

さ
せ
、
縁
起
が
良
く
、
枝
葉
を
短
く
切

ら
れ
た
状
態
で
、
し
め
縄
や
門
松
な
ど

の
正
月
飾
り
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

葉
に
光
沢
が
あ
り
美
し
い
こ
と
か
ら
、

庭
木
に
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
見
か

け
ま
す
。
古
く
か
ら
霧
島
山
に
生
息
す

る
生
物
と
人
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
現
代
に
定
着
し
た
そ
の
文

化
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：ユズリハ（撮影：令和5年12月30日）

ユズリハ Daphniphyllum macropodum ユズリハ科ユズリハ属

「
世
代
交
代
」「
子
孫
繁
栄
」


